
第4章

豊かな心と創造性を育むまちづくり

教育・文化の振興



学習機会の充実

●新しいメディアを活用

した子育て情報などの

資料提供を検討します。

子育て支援の充実

●第一幼稚園において子

育て相談機能などの充

実を図り、幼児教育セ

ンターとしての機能の

充実を図ります。

●身近な所で気軽に子育

て支援に参加でき、子

育て支援が受けられる

環境づくりを推進しま

す。

イ

148―基本計画

学校教育
（幼児教育）
学校教育
（幼児教育）

4・14・1 幼児教育においては、家庭・地域社会などがそれぞれの
責任と役割を果たしながら、子供たちの成長の糧となる生
活体験、自然体験などの活動を推進することが大切です。

幼児期からの心の教育の充実に努め、人や自然との直接
体験を通じ基本的な生活習慣を養うことが必要です。

出生率の低下、少子化による幼児数の減少、あるいは地
域間の幼児数のばらつきがみられます。このため、公立・
私立幼稚園、保育所の役割に応じた幼児教育の体制づくり
が必要です。また、幼稚園と保育所の連携を密にするとと
もに、時代の変化に対応し多様なニーズに応えていけるよ
うな施策が必要です。

1
現
況
と
課
題

1
現
況
と
課
題

課　題
以上の点から
「学校教育（幼児教育）」の課題は
次の3点です。

●自然体験学習、ボラン

ティア活動など特色の

ある教育を進める中

で、親子の共同体験の

機会の充実を図ります。

幼稚園・保育所の
連携と調和

●公立・私立幼稚園、保

育所がそれぞれの特性

を生かしながら、充実

した幼児教育が行われ

るよう連携強化を図り

ます。

●公立幼稚園と私立幼稚

園との授業料など、格

差の是正及び私立幼稚

園の振興と幼児教育の

充実を図ります。

就園の奨励

●保育料などの軽減を図

るため、幼稚園就園奨

励費補助の充実を図り

ます。

障害児の受入体制の充実

●集団保育可能な障害を

持った幼児の受入れを

積極的に進めます。

教職員の資質向上

●各種研修会への参加を

促進し、教職員の資質

向上を図ります。

幼児教育の体制づくりの充実

3
計
画
の
体
系

3
計
画
の
体
系

2
家庭･地域における
教育の充実

3
幼児期からの心の
教育の充実

1

4
計
　
画

4
計
　
画

2 31

ア イ ウ エ イア ウ エ

学校教育（幼児教育）

ア

イ

ウ

エ

ア



家庭・地域・幼稚園・保育所
の連携による幼児教育を推進し、
豊かな心とたくましい体を持ち、
創造的で活力ある人間を形成す
るための基礎づくりを進めます。

2
目
　
標

2
目
　
標
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q幼児期からの心の教育の充実を図ること

w公・私立幼稚園、保育所の連携の体制づくりを図ること

e家庭・地域における教育の充実を図ること

核家族化や地域コミュニティの希薄化など社会環境の変
化が進む中で、家庭や地域社会の教育機能の低下が指摘さ
れています。このため、幼児の成長や発達に即した子育て
相談などを支援していく必要があります。また、子育てに
ついての気軽な情報交換の場などが求められています。

ウ
父親の家庭教育参加の

支援促進

●家庭教育の学習機会の

提供など、父親の家庭

教育参加の支援を促進

します。

施設の開放

●地域との交流を図るた

め第一幼稚園の施設開

放を進めます。

エ

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

中学校�小学校�幼稚園�
（私立・第一）�

10年�
�

9年�
�

8年�
�

7年�
�

6年�
�

5年�
�

4年�
�

3年�
�

平成2年�
�

60年�
�

55年�
�

昭和50年�
�

児
童
・
生
徒
数
（
人
）�

■児童生徒数の推移

資料：庶務課



150―基本計画

学校教育
（義務教育）
学校教育
（義務教育）

4・24・2
豊かな人間性を育み普遍の価値を大切にしつつ、社会の

変化に的確に対応する教育が必要であり、そのためには学
校・家庭・地域の社会全体を通じて生きる力を育むことが
重要です。

児童生徒の個性を重視した教育を推進し、自ら学び、自
ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する力や、
他人とともに協調し、思いやる心などの豊かな人間性（＝
「生きる力」）の育成を図ることが求められています。

学校週5日制完全実施に伴い、ゆとりの中で学校や地域
の特色を生かした教育の推進が必要です。また生きる力の
育成のため、教職員の指導力の一層の向上が求められます。

日本語の理解が十分ではない児童生徒に対応した教育や
国際的な共生が求められています。またインターネットな
どの国境を越えた情報の交流が拡大していることから、国
際化や情報化に対応できる教育の充実が必要です。

1
現
況
と
課
題

1
現
況
と
課
題

ゆとりある学校生活と
生きる力の育成

●ゆとりある教育課程の

編成と生きる力を育む

教育内容の充実を図り

ます。

●総合的な学習の時間を

中心に、個性を生かし

楽しく学べる学校づく

りを進めます。

●ボランティア活動、自

然体験、社会体験など

の充実と、地域の人材

を活用し、児童生徒の

社会性を育成します。

教職員の指導力の向上

●教職員の資質向上を図

るため、大学や教育研

究機関との連携を進め

ます。また外部講師の

招へいや先進校などの

視察調査を行い現職教

育を充実します。

●小学校の英語活動導入

に伴い、小学校教諭の

英語指導力の強化を図

ります。

学校週5日制への対応

●学校週５日制へ対応す

るため、授業内容の厳

選を図り、ゆとりある

教育を実践するととも

に、健全な学校外活動

を支援する体制とその

ネットワーク化を図り

ます。

特色ある教育の推進

●学校独自の創意と工夫

を生かした教育活動を

展開します。

●地域の人材などを活用

した多様な授業づくり

に努めるとともに、一

人ひとりの個性を伸ば

す、きめ細かな教育環

境の整備を目指します。

教育内容の充実

3
計
画
の
体
系

3
計
画
の
体
系

1

4
計
　
画

4
計
　
画

2 31

ア イ ウ

4

ア イ ウエ

5

ア イ ウ エオ ア イ ア イ

学校教育（義務教育）

ア イ ウ エ



学校・家庭・地域社会のそれ
ぞれの役割を明らかにしつつ、
「生きる力」を育み、個性を生か
した豊かな人間性や創造性を育
む教育を推進します。また、国
際化や情報化に対応した広い視
野と実践力を持った児童生徒の
育成を図ります。

2
目
　
標

2
目
　
標
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一方、いじめや不登校の児童生徒が、年々増加傾向にあ
るとともに、非行や暴力行為などの低年齢化が問題となっ
ています。

障害児教育については、一人ひとりの障害に即した教育
の一層の充実とともに、周囲のあたたかい支援が求められ
ています。

教育環境の整備・充実や余裕教室をどう活用するかは今後
の開かれた学校づくりの推進には欠かすことができません。

小・中学校の通学区域は、地域の実情に応じて見直しを
図ることが求められています。

健康・安全の確保

●学校における児童生徒

の健康・安全の確保を

図ります。

オ ア イ
国際化に対応した
教育の充実

●外国人英語指導助手派

遣事業を充実し、児童

生徒などの語学力の向

上を図ります。

●日本語の理解が十分で

はない外国人児童生徒

への指導と、相互の交

流を図るなど国際理解

教育の推進を図りま

す。

●国際理解を深めるた

め、児童生徒を海外に

派遣します。

情報化に対応した
教育の充実

●インターネットの活用

を進め、適切に情報を

処理し正しく情報を発

信するなど情報社会に

生きる力の育成を図り

ます。また進んで広く

世界と交流しようとす

る態度を育てます。

国際化・情報化への対応

2

次頁へ続く

課題は次頁



152―基本計画

学校教育
（義務教育）
学校教育
（義務教育）

4・24・2

いじめ・不登校児童
生徒対策

●不登校対策の中枢機関

として適応指導教室の

機能強化に努め、不登

校児童生徒の適応指

導・相談・訪問指導・

学校への指導助言など

を行います。

●心の相談などのカウン

セリング制度をはじ

め、学校ごとでの児童

生徒の心のケアの充実

体制づくりを進めます。

非行・暴力行為対策など
の取り組み強化

●中学校区健全育成会の

組織強化を図り、学

校・地域・警察との

連携を密にするなど、

非行・問題行動防止

への取り組み強化を

図ります。

広報活動の推進

●地域の人々に対して、

障害児及びその教育に

ついて正しい理解と認

識を深めるように努め

ます。

就学相談機能の充実

●巡回相談、体験入学な

ど就学相談活動の充実

を図ります。

一人ひとりに即した
教育の推進

●児童生徒の障害の程度

に即したきめ細かな教

育を推進します

いじめ・不登校や非行の防止

3
計
画
の
体
系

3
計
画
の
体
系

3
障害児教育の充実

4

4
計
　
画

4
計
　
画

ア イ ア イ

qゆとりのある学校生活の中で、教育内容の厳選と充実を図ること

w国際化・情報化への対応を図ること

eいじめ・不登校や非行の防止を図ること

r障害児教育の充実を図ること

t教育環境の充実を図ること

課　題
以上の点から
「学校教育（義務教育）」の
課題は次の5点です。

ウ
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開かれた学校づくりの
推進

●保護者・地域の意見を

反映した学校運営など

開かれた学校づくりを

推進します。また余裕

教室をはじめ学校施設

の地域への開放を進め

ます。

ア イ ウ エ
学校施設などの充実

●老朽化した小・中学校

校舎などの大規模改修

を計画的に進めます。

●南部学校給食センター

を建設し、市内全小中

学校のセンター給食化

を図ります。

●教職員に対する各種研

修事業や教育情報・教

育ソフトの収集、提供

にかかわる総合教育学

習センターの整備を進

めます。

通学区域の見直し

●地域の実情に配慮し通

学区域の見直しについ

て検討します。

通学時の安全確保

●通学路の安全性を確保

するため、交通安全施

設の充実を図ります。

●通学路こども１１０番

の家の活用など地域・

警察と連携を図り治安

の確保に努めます。

教育環境の充実

5



154―基本計画

学校教育
（高校及び高等教育）

学校教育
（高校及び高等教育）

4・34・3
高校教育や高等教育を希望する人が、個性や志望に合っ

た教育を身近に受けられるように努めるとともに、地域に
開かれた教育の推進が重要です。

桃花台周辺地区には高校がないことから、同地区生徒は
遠隔地への通学を余儀なくされています。その不便を解消
するため県立高校の誘致が求められています。また、東部
地区に新たな大学の誘致が望まれます。

1
現
況
と
課
題

1
現
況
と
課
題

課　題
以上の点から
「学校教育（高校及び高等教育）」
の課題は次の3点です。

県立高校の誘致

●遠隔地への通学不便を

解消するため、桃花台

周辺地区へ県立高校を

誘致するように働きか

けます。

大学などの誘致

●東部地域への大学誘致

や、小牧駅など公共交

通機関沿線への教育機

関の誘致を進めます。

個性を伸ばす教育の推進

●生徒一人ひとりの個性

を伸ばす教育の推進、

特色ある学校づくり、

国際化・情報化社会に

対応できる教育内容の

充実を関係機関へ働き

かけます。

中高一貫教育への対応

●ゆとりを生かすため、

新しく導入された中高

一貫教育への取り組み

を推進します。

高校、大学などの誘致

3
計
画
の
体
系

3
計
画
の
体
系

1
教育内容の充実

2

4
計
　
画

4
計
　
画

1

ア イ ア イ

学校教育（高校及び高等教育）

ア イ ア イ

2 3



ゆとりの中に「生きる力」を
育み、個性を伸ばす多様な高等
教育の推進を働きかけるととも
に、地域に開かれた大学との連
携を推進します。

2
目
　
標

2
目
　
標
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q高校、大学などを誘致すること

w個性や能力に合わせた選択ができる、多様な教育内容とその充実を図ること

e地域への開放を促進すること

特定の学校への入学希望が集中するなど、受験競争が激
化している学歴偏重社会の是正を図り、生徒一人ひとりの
個性を伸ばす教育の推進など教育内容の充実を関係機関に
働きかけるとともに、新たに導入された中高一貫教育への
取り組みが必要です。

高等教育機関は、市民の生涯学習の面でも重要な役割を
担うものであり、地域社会に開かれることで地域の振興に
も資するよう、各機関との連携を密にしていくことが必要
です。

●生涯学習の重要な担い

手として、文化交流や

地域研究を通じた地域

社会や住民との相互交

流の推進など、地域に

開かれた学校づくりを

関係機関へ働きかけま

す。

地域への開放促進

3

名古屋造形芸術大学

愛知文教大学



156―基本計画

青少年育成青少年育成

4・44・4 青少年をとりまく社会環境は都市化・核家族化・少子
化、そして産業構造の変化などに伴い大きく変化してきま
した。

住民の地域社会の一員としての意識や連帯感も希薄化
し、家庭の教育力の低下が進みつつあります。

また青少年の身近なところに有害情報が氾濫し、さまざ
まな有害環境も増えてきました。そんな中で青少年の価値
観・友人関係も変わり、非行の動機や態様が凶悪・複雑か
つ多様化してきています。

1
現
況
と
課
題

1
現
況
と
課
題

課　題
以上の点から
「青少年育成」の課題は
次の4点です。

家庭教育の重要性への
理解促進

●親と子のふれあいやか

かわり方の大切さを学

ぶ機会を支援するとと

もに、親と子が一緒に

体験できる場を提供し

ます。また、父親によ

る子育て参加を活発に

するように努めます。

家庭・地域・学校の
協力体制の確立

●地域の活動や学校の行

事などと連携し、身近

な場所で、子どもから

高齢者までみんながふ

れあう機会を設け、家

庭・地域・学校が密接

に協力しあえる環境づ

くりを支援します。

●ＰＴＡなどの教育関係

団体と定期的な協議の

場を設け、子育てにつ

いて親の責任や家庭の

役割など、家庭の育成

機能を支援・補完する

ために必要な情報など

の提供を進めます。

●有害な図書、がん具な

どが容易に青少年の手

に入らないよう、取扱

い事業者などに呼びか

けます。

●地域・学校とも連携

し、巡回パトロールな

どにより有害環境の浄

化を図ります。

●青少年や親が気軽に相

談できるよう相談時間

などを弾力化したり、

少年センターなど相談

機関の整備充実を図り

ます。

●校区健全育成会などと

連携を図りながら、問

題行動の早期発見を進

めるため、計画的な街

頭補導などを展開し、

地域ぐるみでの非行防

止活動を推進します。

家庭の教育力向上への支援

3
計
画
の
体
系

3
計
画
の
体
系

1
有害環境の浄化

2
相談･指導体制の充実

3

4
計
　
画

4
計
　
画

2 3 41

ア イ ア イ ウ

青少年育成

ア イ



家庭・地域・学校が一体とな
って、青少年の健全育成に取り
組み、青少年の活動の場の提供
やさまざまな体験活動などを通
じ、社会変化に対応できる青少
年の育成を進めます。

2
目
　
標

2
目
　
標
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それら社会環境の変化につれて多様化した青少年の悩み
を相談したり、的確な助言を受けたりする場が必要になっ
てきました。

一方、週休2日制の普及、学校週5日制の導入により余
暇時間が増大し、地域活動、ボランティア活動など、青少
年が社会の一員としての自覚を持って参加できるような環
境づくりが求められています。

リーダーの養成

●地域において青少年を

指導、育成できる指導

者を発掘し、リーダー

養成講座などを充実さ

せ、青少年活動のリー

ダーを育成します。

ア イ ウ
活動の場づくり

●青少年のニーズに対応

できる講座・イベント

などを計画し、青少年

が気軽に利用できる施

設の整備に努めます。

世代間交流活動の推進

●身近な地域のボランテ

ィア、スポーツ、文化

活動などを通じて、青

少年のみならず、さま

ざまな世代の人々が地

域の行事に参加し、お

互いにふれあうことの

できる地域交流活動の

展開に努めます。

社会参加の促進

4

q家庭の教育力を向上させること

w有害環境を浄化すること

e相談・指導体制を充実させること

r地域活動などを通じた社会参加を促進すること
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男女共同参画男女共同参画

4・54・5
社会は、かつてない激しさ・速さで、世界と密接にかか

わりながら、経済も制度もそして価値観も変化をし続けて
います。このような状況の中で個性を生かした自分らしい
生き方が実現できる社会の創造があらゆる分野で求められ
ています。

本市の男女平等に関する意識調査では、家庭生活におけ
る意識面で、男女とも８０％の人が男性の家事参加の必要
性を感じています。

しかし、７０％を越える人が日常的な家事を女性に依存
する現状があり、家庭生活を維持するための責任が女性に
重くのしかかっています。女性も男性も分け隔てなく、そ
れぞれが能力を発揮できるように身近な日常生活の中から
見つめ直す必要があります。

1
現
況
と
課
題

1
現
況
と
課
題

性別による役割分担
意識の是正

●男女共同参画に関する

啓発や普及事業を推進

するとともに、市の刊

行物などをジェンダー

（※）の視点で見直し

ます。

●男女共同参画に関する

市民意識調査を継続的

に実施し、調査結果の

公表・活用を進めます。

男女平等教育・共同参画
意識の浸透

●家庭・地域・学校など

において男女平等教育

及び共同参画意識の浸

透を図ります。

政策・方針決定の場への
女性の登用拡大

●各種審議会や委員会に

おける女性の登用率を

平成２２年（２０１０年）

には３０％としていく

ことを目指して、積極

的に登用を進めます。

地域・団体活動への
男女共同参画促進

●地域の身近な活動に男

女が共同で気軽に参加

できるよう支援を行い

ます。

●女性団体間のネットワ

ークづくりを通じて活

動の一層の活性化を図

るなどの支援事業を進

めつつ、リーダーとな

る女性を育成します。

男女共同参画社会に向けての意識の高揚

3
計
画
の
体
系

3
計
画
の
体
系

1

4
計
　
画

4
計
　
画

2 31

ア イ ア イ ア イ ア イ

男女共同参画

ア イ ア イ

課　題
以上の点から
「男女共同参画」の課題は
次の4点です。

あらゆる分野への男女共同参画の促進

2

4

※ジェンダー
出生前に分化する生物的な性である「セックス」（生物的性差）に対

し、出生後に社会規範、制度、文化によって規定された性を「ジェン
ダー」（社会・文化的性差）と言い、生育途上でつくられるものである。
「男らしさ、女らしさ」「男は仕事、女は家庭」という性別役割分担も
「ジェンダー」の一部であり、社会的、文化的につくられた性差である
ことから、時代により変化していくものである。



女性があらゆる分野に参画し
ていくことが、ごく自然のこと
として受け入れられ、女性も男
性も個性を生かし、自分らしく
生き生きと活動できる社会を目
指します。

2
目
　
標

2
目
　
標
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女性が社会進出をするには、社会通念や進出を支える条
件整備が不十分であるという考え方が男女とも50％以上
を占めています。また、各種審議会・委員会への登用率は
１７％弱（※）となっています。

政策・方針決定の場への女性の視点や意見を反映させる
ことは、バランスのとれた社会形成の必要条件であり、市
の審議会などへの女性の登用を積極的に進める必要があり
ます。

市民が本市の女性施策に期待することは、少子・高齢化
に向け切実な問題として「要介護者を支える女性への援助」
「保育所などの整備・保育制度の充実」が上位を占めてい
ます。

男女共同参画社会へ向けての指針である女性行動計画を
着実に推進するには、全庁的な推進体制を、より一層の整
備・充実をしていく必要があります。

就業機会の拡大と
就業条件の改善

●職業生活において性に

より差別されることが

ないように、基本的な

労働条件の向上や男女

雇用機会均等法の趣旨

の普及・啓発を図りま

す。

ア イ ア イ
育児・介護環境の充実

●育児や介護における男

女の役割について柔軟

な視点を形成するた

め、職場をはじめ家庭

や地域への啓発活動を

進めるとともに、ニー

ズにあった支援事業を

推進します。

女性行動計画の
推進体制の充実

●女性行動計画の推進を

図るため、総合的な調

整機能の充実ととも

に、各種研究機関など

との連携強化を図りつ

つ、変化していく社

会・経済環境への適切

な対応に努めます。

女性センターの有効活用

●男女共同参画社会実現

に向けた推進拠点とし

て、学習・情報提供・

交流・相談など時代の

要請に即応する事業を

実施し、地域活動に展

開していくよう支援し

ます。

q男女共同参画社会の形成のための意識の高揚を図ること

wあらゆる分野への男女共同参画の促進を図ること

e就業条件を整備すること

r男女共同参画推進体制を充実すること

就業条件の整備

3
男女共同参画推進体制の充実

4

※審議会等委員への女性の参画
男女共同参画２０００年プラン（国の機関である男女共同参画推進本

部作成）では、審議会などの委員への女性の参画拡大について「平成
１２年度末までのできるだけ早い時期に２０％を達成するよう努める」
としている。
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スポーツスポーツ

4・64・6 高齢化や少子化の進行、生活水準の向上、自由時間の増
大などにより仕事中心から生活重視へと市民意識が変化し
ています。そうした中、健康で生きがいのある人生を実現
するために、誰もがそれぞれ年齢や体力に応じて身近にス
ポーツに親しむことができる、健康で明るい生涯スポーツ
社会を構築し、市民総スポーツ化を推進することが求めら
れています。

市民ニーズを的確に把握し、スポーツ人口の拡大を図る
ために、地域スポーツ活動の推進を図る必要があります。

競技スポーツは、人々に夢や感動を与えるものであり、
市民に及ぼす好影響は、スポーツの普及・振興に大きく寄与
するものと言えます。このため競技力向上のためのスポー
ツ振興について、総合的に取り組んでいく必要があります。

1
現
況
と
課
題

1
現
況
と
課
題

※人の生涯の8段階区分
小牧市スポーツ振興審議会は、その答申で生涯を乳幼児から老年まで8段階に区分し、各々の段階の特徴

に合致した望ましいスポーツライフを示している。
乳幼児期：～6歳ごろ（幼稚園）、児童期：～１２歳ごろ（小学校）、青年期前期：～１８歳ごろ（中学校、

高等学校）、青年期後期：～２５歳ごろ（高等教育段階、就職）、壮年期：～３０歳代ごろ（就労）、中年期：
～６０歳代ごろ（就労、退職）、老年期前期：６０歳代ごろ以降、老年期後期：７５歳代ごろ以降

●乳幼児から高齢者ま

で、人の生涯を8段階

に区分(※)し、各々の

段階の特徴に合わせた

望ましいスポーツライ

フの推進を図ります。

●女性においては、女性

をとりまく社会環境、

社会的な地位や家庭に

おける役割なども留意

し、スポーツ参加の促

進を図ります。

●障害のある人も、体力

などに応じてスポーツ

に親しむことが望まれ

るため、福祉の観点に

とどまらずスポーツ活

動に親しむことのでき

る環境づくりの推進を

図ります。

●校区スポーツ振興会を

核として、スポーツ人

口の拡大を図るととも

に、在住外国人も巻き

込んだ個性ある活動へ

の支援などコミュニテ

ィづくりの推進を図り

ます。

●卓越した選手の指導・

育成に向けてハイレベ

ルの指導者の派遣を進

めます。また、本市が

誇ることのできる特定

種目を選定し、強化推

進を図ります。

民間指導者の派遣推進

●学校における指導者不

足に対応するととも

に、有望選手の発掘・

育成など個性ある教育

を推進するためにも、

民間指導者の派遣推進

を図ります。

さまざまな人の生涯の各時期に
合わせた事業の推進

3
計
画
の
体
系

3
計
画
の
体
系

1
地域スポーツ
活動の推進

2
競技スポーツの

振興

3

4
計
　
画

4
計
　
画

2 31 5 64

ア イ ア イ

7

ア イウ

スポーツ

ア



誰もが、いつでも、気軽にス
ポーツ・レクリエーション活動
を楽しみ、豊かなスポーツライ
フを実現していくために生涯ス
ポーツの推進と市民総スポーツ
化を目指します。

2
目
　
標

2
目
　
標
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学校の運動部活動は、学校教育の中でも大きな意義を担
っていますが、学校内における実技指導者の不足により運
動部活動が衰退傾向にあるとともに、少子化に伴い児童生
徒が減少してきており、運動部活動の継続が困難な状況が
起きています。更には、学校週５日制に対応して、児童生
徒にスポーツの楽しさや魅力を知ってもらうことで、心身
の健全育成を図ることが求められます。

誰もが手軽にスポーツを行うため、社会体育指導者の育
成をはじめ社会体育関係団体や施設整備の充実が求められ
ます。

見るスポーツを含めて多様化するスポーツ需要に応える
ため、スポーツ公園総合体育館の整備に合わせて、その活
用を図ることが必要です。

複数校による部活動の実施

●児童生徒の減少に対応

するため、複数校が集ま

って一つの部活動を実

施するなど、健全な部活

動の推進を図ります。

ア イ
ジュニア育成事業の充実

●ジュニア育成活動の拡

充を図り、児童生徒の

健全育成を図ります。

指導者の資質向上と養成

●スポーツ振興において

指導者の果たす役割は

極めて大きいことか

ら、既存種目や新たに

取り入れる種目の実技

指導者、体育指導委員

などの養成と資質の向

上を図ります。

スポーツ関係団体の育成強化

●スポーツに親しむ環境

づくりのため、体育協

会や高齢者スポーツ協

会などの関係団体に対

して、人的・財政面も

含め協調・連携や育成

の強化を図ります。

学校運動部活動
などの振興･充実

4
指導体制の充実

5

イ ウ

次頁へ続く

課題は次頁
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●施設配置計画の策定を

図り、地域バランスのと

れた施設の充実に努め

るとともに、拠点的な

施設については広域的

な活用を促進します。

●陸上競技場について

は、周辺市町との密接

な連携のもとに広域行

政圏内での配置につい

ても検討を進めます。

●既存スポーツ施設の活

用と合わせて、高齢者

や障害者に配慮した施

設の改修を進めます。

●学校体育施設の積極的

な開放を図り、身近な

生涯スポーツ施設とし

ての機能を高めます。

●スポーツ公園総合体育

館をはじめ、スポーツ

施設の管理体制の一元

化を進め、利用者の立

場に立った管理を目指

します。

スポーツ教室、
イベントの誘致

●スポーツ公園総合体育

館において、市民主体

の活用はもとより、ス

ポーツ著名人によるス

ポーツ教室の開催やハ

イレベルのスポーツ大

会など各種イベントの

誘致を図ります。

スポーツ活動の啓発・
情報発信

●スポーツ公園総合体育

館をスポーツ情報の発

信拠点として、人々が

気軽に集うとともに、

スポーツに関する行事

や施設などの情報を容

易に入手できる環境を

整備します。

3
計
画
の
体
系

3
計
画
の
体
系

4
計
　
画

4
計
　
画

ア イ

課　題
以上の点から
「スポーツ」の課題は
次の7点です。

qさまざまな人の生涯の各時期に合わせた事業を推進すること
w地域スポーツ活動を推進すること
e競技スポーツを振興すること
r学校における運動部活動などを振興・充実すること
t指導体制を充実すること
yスポーツ施設を充実すること
uスポーツ公園総合体育館を活用すること

スポーツ施設の充実

6
スポーツ公園総合体育館の活用

7

スポーツスポーツ

4・64・6
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勤労センターテニスコート�勤労センター体育館�総合運動場�

大輪体育館�さかき運動場�南スポーツセンター�
武道館�

南スポーツセンター�
グランド�

南スポーツセンター�
水泳プール�

9年度�
�

10年度�
�
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�
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�
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�

5年度�
�

4年度�
�

3年度�2年度�平成元年度�昭和63年度�

利
用
者
数
（
万
人
）�

■体育施設の利用者数の推移

資料：体育課、商工課
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歴史・史跡歴史・史跡

4・74・7
郷土の歴史や史跡は、私たちの祖先が残してくれた貴重

な遺産で、未来への指針とすべきものです。私たちの世代
で失うことのないよう、次代へ受け継いでいく必要があり
ます。

市内には、多くの文化財や史跡があり保存修理に努めて
きましたが、今だに未修理の建造物などがあります。また、
無形的要素をもつ指定文化財保存会には、伝承活動への支
援に努めてきましたが、後継者の育成が十分進まず、高齢
化が進んでいます。

歴史や文化遺産への関心が高まり、学習意欲も高度化し
ています。これに伴い、現地を訪れる市民が増加しており、
文化財の説明板や案内標識の設置が求められています。ま
た、郷土史に関する講座の修了者を中心にガイドボランテ
ィアが育ちつつあり、郷土史研究を行うグループの結成を
図る動きもあります。

1
現
況
と
課
題

1
現
況
と
課
題

課　題
以上の点から
「歴史・史跡」の課題は
次の3点です。

指定文化財の
修理・伝承の支援

●修理が必要な指定文化

財への支援を継続する

とともに、無形の文化

財伝承への支援・指導

を充実します。

史跡の整備

●市内各所に点在する史

跡については、歴史的

な価値を後世に良好に

伝えていくため、魅力

ある憩いの空間として

の整備を促進します。

学習施設の整備

●郷土の歴史や文化が学

べるとともに、調査研

究の拠点となる展示・

学習施設を、小牧山の

史跡センター内に整備

します。

郷土史研究学習グループ
の育成

●郷土の歴史や文化遺産

を研究・学習するグル

ープの育成を図り、歴

史や文化財活用のボラ

ンティアとしても育成

を図ります。

保存・活用の推進

3
計
画
の
体
系

3
計
画
の
体
系

1
周知・活用の推進

2

4
計
　
画

4
計
　
画

2 31

ア イ ア イ ウ ア イ

歴史・史跡

ア イ ア イ



歴史や史跡の調査研究活動を
充実し、保存整備に努めるとと
もに、指定文化財の保存とその
周知や活用を進めます。

2
目
　
標

2
目
　
標
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q指定文化財の保存を推進すること

w周知・活用の推進を図ること

e調査研究を充実させること

一方、発掘調査による多量の出土品と市民から寄贈を受
けた民俗資料を倉庫に収蔵していますが、市民の学習意欲
に応えるため、小牧の歴史・文化を分かりやすく展示する
常設展示施設の検討が必要となっています。

都市化に伴い多数の遺跡が影響を受けており、工事着手
前の発掘調査に努めていますが、区画整理事業などの大規
模事業に対応するためには十分な調査体制が必要となりま
す。また、調査の専門性を高めるため、市内の大学の歴史
や史跡の専門家との一層の連携が必要です。

説明板などの充実

●史跡マップの整備を進

めるとともに、地域と

の連携を図りながら、

史跡などの説明板、案

内標識の整備を進めま

す。

ウ ア イ
埋蔵文化財調査体制の

充実

●大規模な埋蔵文化財調

査に対応できるよう体

制を充実します。

指定促進調査の推進

●市内の大学などとの連

携を深め、調査の専門

性を高めながら、重要

な文化財の指定を促進

するため、調査を推進

します。

調査研究体制の充実

3
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文化・芸術文化・芸術

4・84・8
市民の自主的で創造的な文化活動を一層盛りあげ、地域

に対する愛着や誇りを育んでいくためには、多彩な文化活
動の支援とともに、独創性のある事業の展開が求められて
います。

公民館や図書館などの各種文化施設は、更なる質的充実、
物的充実を進めていくことが課題となっています。

市民ニーズの高度化に対応していくためには、市職員の
文化・芸術に関する見識、専門性も求められています。

一方、市内の各地域で市民自らが文化・芸術にかかわる
着実な取り組みも行われており、こうした活動や新たな展
開に向けた支援についても対応が必要です。

1
現
況
と
課
題

1
現
況
と
課
題

独創的な事業の実施

●市の文化拠点である市

民会館へ、内外の一流

活動家、芸術家を積極

的に招いて独創的発表

会や講習会を開催し、

市民の文化・芸術への

関心を深めることを目

指します。

●民間活力を取り入れる

ため、各団体や企業と

の共催も視野に入れた

立案の検討を進めま

す。

●各公民館は自主事業の

開催だけでなく、地域

の各団体との事業の共

催を増やすなど、地域

住民の気軽な発表の場

の整備に努めます。

質的な充実

●各文化施設において

は、利用単位時間など

施設利用の許可条件が

より市民のニーズに対

応できるよう整備しま

す。

●グループのみならず各

個人への十分な学習機

会や、自己啓発の機会

を増やすため、図書館

をより一層充実させま

す。

●近隣市町や大学の図書

館などとの連携強化に

努め、サービス体制や

ネットワークの再構築

に取り組みます。

●施設運営のための専門

職員の充実に努めるな

ど、市民にとって一層

魅力的な施設運営を進

めます。

情報の収集と提供

●文化・芸術にかかわる

市内の活動グループ、

芸術家（指導者）の把

握とその情報提供を進

めます。

●文化・芸術先進地との

積極的な交流による情

報収集を行い、特色あ

る事業展開の促進に努

めます。

文化・芸術団体への支援

●奨励金、補助金などの

適正活用や充実と、施

設利用における減免制

度の適切な運用を進め

ます。

文化施設運営の充実

3
計
画
の
体
系

3
計
画
の
体
系

1

4
計
　
画

4
計
　
画

2 31

ア イ ウ ア イ ウ エ オ ア イ ア イ

文化・芸術

ア イ ウ ア

4



文化・芸術を系統的、持続的
に発展させていくため、市内の
各文化施設の連携を通じて特色
ある事業を進めるとともに、学
習機会の質的充実や人材の育成
により、文化・芸術への市民の
関心と、その自主的活動の高揚
を目指します。

2
目
　
標

2
目
　
標
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各文化団体への支援と各団体をまとめる組織の確立及び
リーダー養成が急務となっています。

市民における各々の文化・芸術活動を充実していくため
には、より多くの人が取り組むとともに、お互いが刺激し
あい、研さんを積んでいける環境づくりが大切です。

青少年が感性を育む重要な時期を過ごす学校において
は、閉じられた環境の中での文化・芸術としてではなく、
地域社会などに開かれた活動が一層求められています。

市民やグループ・団体への、文化・芸術にかかわる継続
的研修機会の提供が重要となっています。

各団体の集約

●各文化関係団体をとり

まとめ、市の文化発展

をより組織的、系統的

に進められるような団

体を育成し、各団体ご

とのつながりも深めて

いけるよう援助します。

●文化・芸術をより高め

るため、第三セクター

方式による市民文化財

団の設立を検討します。

イ ウ エ オ
活動の奨励

●市民の文化・芸術活動

を奨励する機会（各賞

の創設）を一層増やし、

意欲を喚起することを

通じ、自主的活動を促

進します。

大規模イベントの実施

●全市的に取り組める大

規模イベントの実施を

目指し、あらゆる立場

の人々が協力し合う機

会を創設し、知られて

いなかった地元の研究

者や文化・芸術の活動

家の参画をはじめ、新

たなボランティア組織

の形成などを促進しま

す。

●イベントへの取り組み

を通じて、人的ネット

ワークの形成やボラン

ティア組織の強化を促

進し、市民の関心を高

める新たな企画の創設

を目指します。

学校との連携

●学校の文化活動クラブ

などと、市や地域で主

催する行事との関係づ

くりや連携強化を促進

し、発表の場を増やす

など児童生徒の社会参

加意識の向上に努めま

す。

●音楽や舞台芸術活動を

支援することで、特色

ある教育の推進はもと

より、将来的には児童

生徒の誇りにつながる

ような活動の展開や人

材育成を促進します。

文化活動の振興

2

次頁へ続く

課題は次頁
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学習プログラムの充実

●文化・芸術に関するワ

ークショップなど学習

プログラムの継続的、

系統的な企画実行を市

内各文化施設で行いま

す。

●学習内容については、

個人向け、グループ向

けなど、あらゆる立場

の人々の要望に合うよ

う計画します。

リーダー養成

●各分野の専門家、指導

者、グループリーダー

を養成できるようなシ

ステムを開発します。

施設の整備

●気軽に利用できる文化

の殿堂となる施設の設

置について検討しま

す。

●図書館は、現在の施設

の立地や需要の動向を

考慮して新たな施設整

備を検討します。

施設の拡充

●既存の文化施設につい

ては、各種文化活動の

支援に向けた機能の充

実に努めます。

3
計
画
の
体
系

3
計
画
の
体
系

4
計
　
画

4
計
　
画

ア イ ア イ

文化･芸術施設の整備

4
人材の育成

3

q文化施設において、事業の独創性やサービスの質的な充実などを
進めること

w市民やグループ・団体への支援、奨励など活動振興を進めること

e文化・芸術関連の学習プログラムやリーダー養成などを継続的に
計画し、人材育成をより一層強化すること

r新たな文化施設の整備により一層の施設拡充を図ること

課　題
以上の点から
「文化・芸術」の課題は
次の4点です。

文化・芸術文化・芸術

4・84・8
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小牧山小牧山

4・94・9
小牧山は、シンボル、緑地、史跡の３つの価値を合わせ

持つ存在です。その価値を調和させ、それぞれの価値が十
分発揮されるよう長期的な視野を持って周辺地域を含めて
順次整備を進めることが望まれています。

小牧山は、市民のシンボル的存在として市民に親しまれ
ていますが、史跡としての十分な整備が図られてきません
でした。また、戦後小牧山に建設された公共施設によって、
一部の遺構の破壊が進み、修復が必要になっています。こ
のため小牧中学校を平成１０年（１９９８年）に移転し、跡地
の整備を検討しています。また、市役所本庁舎や青年の家
の移転も検討されています。

小牧山の山頂にある歴史館は、郷土資料を展示していま
すが、天守閣を模した構造で、空調設備もなく、展示施設
としては不十分であり、新たな施設が必要です。

1
現
況
と
課
題

1
現
況
と
課
題

課　題
以上の点から
「小牧山」の課題は
次の3点です。

公園的整備

●史跡としての城跡の保

存を第一に考慮しつ

つ、市民の憩いの場と

しても活用できるよう

整備します。

展示・学習施設の整備

●小牧山のガイダンス機

能や歴史を中心にした

展示・学習・研究機

能、更には来訪者の休

憩所・避難施設として

の機能などを備えた史

跡センターを設置し、

歴史館と連携した整備

を進めます。

景観の保全

●市民のシンボルである

小牧山自体の地形を保

全するとともに、周辺

からの景観保全につい

て検討を進めます。

ネットワークの整備

●小牧駅からのシンボル

ロードや合瀬川緑道な

どの活用とともに、図

書館やメナード美術館

など周辺の文化施設と

連携した整備を検討し

ます。

整備の推進

3
計
画
の
体
系

3
計
画
の
体
系

1
周辺の整備

2

4
計
　
画

4
計
　
画

2 31

ア イ ア イ ア イ

小牧山

ア イ ア イ



小牧山が小牧市民のシンボル
としてふさわしい郷土の誇りと
なるよう、歴史、自然を調和さ
せた整備を進めます。

2
目
　
標

2
目
　
標
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q小牧山を整備すること

w周辺施設と連携した整備を進めること

e小牧山の持つ価値をＰＲすること

小牧山自体は史跡であるため歴史的な事実との整合性が
求められますので、自由な発想での公園化は望めません。
このため、小牧山周辺を取り込んだ整備によって特色のあ
る整備を検討する必要があります。

小牧山周辺にも高層建築物が目立ってきており、ランド
マークである小牧山も次第に全景を見ることが困難となっ
てきています。

小牧山は緑地としての価値が優先され、史跡（城跡）と
しての価値の調査研究が遅れてきたため、その価値が市民
に十分周知されていません。現在、戦国時代の城跡として
は、尾張地方で最も保存状態がよいと評価される小牧山と、
信長が築いた城下町が小牧の町の起源となった歴史をＰＲ
する必要があります。

歴史のＰＲ

●小牧山の戦国時代の歴

史や城としての価値を

ＰＲするため、講演会、

講座の開設などの活動

を行います。

ア イ
ＰＲ活動の充実

●整備に合わせて、「小

牧・長久手の合戦」で

全国的に知られた小牧

山を積極的にＰＲし、

情報発信に努めます。

ＰＲの充実

3

小牧城

●関連データ　P174
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観光・
レクリエーション

観光・
レクリエーション

4・104・10 高齢化社会の進行や、労働時間の短縮に伴い自由時間が
増大する中、心の豊かさを求めて、個性や創造力を発揮で
きるもの、健康や体力を増進することに関心が強まってお
り、余暇活動を通じて、自己実現に価値を求めようとする
傾向が現れてきています。

そのため、観光・レクリエーションも幅広い観点からニ
ーズを的確にとらえ、対応していくことが必要になってき
ています。

本市は、史跡小牧山をはじめ、田縣神社やメナード美術
館などの文化的施設があり、余暇利用施設としても一層の
活用が考えられます。

1
現
況
と
課
題

1
現
況
と
課
題

課　題
以上の点から
「観光・レクリエーション」の
課題は次の4点です。

小牧山整備事業の推進

「4・9 小牧山」

P１７０参照

スポーツ公園の活用

●大規模スポーツイベン

トなどの開催が可能な

総合体育館を中核とす

るスポーツ公園の整備

により、市民のみなら

ず広域的な観光資源と

しての活用を図りま

す。

レクリエーション
施設の整備

●市民が余暇を有意義に

過ごせるよう施設の充

実などを進めます。

●温水プールを幅広い世

代に利用される快適な

施設として整備してい

くとともに、市民四季

の森の一層の充実、更

には身近な自然の中で

親子がふれあえる施設

の整備を検討します。

多彩なイベントの充実

●市民まつり、平成夏ま

つり、産業フェスタを

盛り上げていくため、

時代の要請にあった祭

りのあり方を研究し、

充実を図ります。

●シンボルとしての小牧

山にふさわしいイベン

トの展開に努め、歴史

的な意義のＰＲととも

に今日的な活用を目指

します。

観光資源の掘り起こし

●観光協会や市内各種団

体との連携を密にし、

地域に根づいた伝統的

な祭りや産業観光など

の資源の掘り起こしに

努めます。

施設の整備・充実

3
計
画
の
体
系

3
計
画
の
体
系

1
観光資源の活用

2

4
計
　
画

4
計
　
画

2 3 41

ア イ ウ ア イ ウ ア イ

観光・レクリエーション

ア

イ

ウ ア イ

メナード美術館



歴史・文化的資源を生かし、
自然に親しみ、余暇を楽しめる
環境の整備を進め、市民にとっ
ての観光・レクリエーションの
振興を図ります。

2
目
　
標

2
目
　
標
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q観光・レクリエーション施設の整備・充実を図ること

w観光資源の活用を図ること

e観光推進体制とＰＲを強化すること

r自然環境の保全と活用を図ること

また工業都市としてさまざまな産業が集積しており、こ
うした資源を生かした産業面からの身近な観光資源の掘り
起こしに努めるとともに、既存の観光・レクリエーション
資源などのネットワーク化による活用も必要です。

観光情報の提供、知識の普及など観光推進体制の強化と
ＰＲの充実を図るための取り組みを、各方面と協力して進
める必要があります。

東部丘陵地域などの豊かな自然環境を、子孫に残す財産
として保護・保全しつつ、観光レクリエーション資源とし
て適正に活用していく必要があります。

ネットワーク化

●いきいきリフレッシュ

エリア構想に基づく市

内東部地域の遊歩道整

備などにより、広域的

な連携も含めて、豊か

な自然の中に点在する

拠点的なレクリエーシ

ョン施設や歴史的な資

源の活用を図ります。

ウ ア イ
組織の育成

●観光協会の組織の育成

に努めます。

情報収集・提供の充実

●インターネット、ＦＡ

Ｘ情報、案内看板など

を活用し、観光・レク

リエーション情報の収

集・提供のための利便

性の高いシステムの構

築を図ります。

●東部丘陵地域に代表さ

れる自然環境の保全に

あたっては、後世に残

す貴重な財産として配

慮しつつ、自然に親し

み、余暇を楽しめるリ

ラックス・リフレッシ

ュ・レクリエーション

ゾーンとしての機能を

高めます。

自然環境の
保全と活用

4
観光推進体制とＰＲの強化

3

ふれあいの森

●関連データ　P１７５



174―基本計画

昭和43年3月開館�

入
場
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数
（
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入場者数�
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4・9
小牧山

●関連データ●

■歴史館の入場者数の推移

■史跡小牧山整備計画基本構想
小牧山ゾーニング計画図

資料：文化振興課

資料：文化振興課
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●市民意向調査から 余暇活動のために望まれる施設や制度

温水プール

資料：体育課
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雇用・勤労者福祉雇用・勤労者福祉

4・114・11
先の見通せない経済情勢の中で、今後更に産業の高度化

などによる産業構造や就業構造の一層の変化が予想されて
います。

今後の雇用においては、職業能力開発に関する情報提供
や、新たな産業分野や新技術に対応できる高度な技術力や
専門能力を持った人材の育成が求められています。

1
現
況
と
課
題

1
現
況
と
課
題

課　題
以上の点から
「雇用・勤労者福祉」の課題は
次の3点です。

●技術革新、高齢化、国

際化等の進展に対応し

て、雇用・能力開発機

構中部職業能力開発促

進センターをはじめと

した職業能力開発関係

機関による職業能力の

開発、向上のための機

会の提供を行い、人材

育成と雇用の安定を図

り、豊かな生活を実現す

るための支援をします。

雇用の安定

●職業安定所などとの連

携により、勤労者意識

の変化や外国人勤労者

の増加などの社会情勢

の変化に対応した多様

な就業情報の提供を促

進し、就業機会の拡大

と雇用の安定に努めま

す。

●「65歳現役社会」の

実現に向けて、定年延

長、再雇用などによる

継続雇用の導入促進の

啓発に努めます。

●男女とも職業生活と家

庭生活が両立できる就

業条件整備の啓発促進

を図り、女性の雇用機

会の拡大や雇用環境の

改善に努めます。

●障害者の雇用推進に向

けて、各種助成制度の

活用促進や事業主への

啓発などを行います。

●商工会議所への支援を

通じて、新規学校卒業

者、パートタイマー、中

途採用者などの就業機

会の創出に努めます。

雇用対策の充実

3
計
画
の
体
系

3
計
画
の
体
系

2
職業能力開発の支援

1

4
計
　
画

4
計
　
画

2 31

ア イ ア イ ウ

雇用・勤労者福祉

ア イ
雇用の場の確保



勤労者が働きがいや生きがい
を実感できるような就業環境づ
くりや、ゆとりを実感し、充実
した余暇が送れる環境づくりを
進めます。

2
目
　
標

2
目
　
標
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また、失業率の上昇とともに、高齢社会の到来による新
たな雇用の創出、職業相談や職業紹介体制の強化を行い、
雇用の場の確保と就業の促進を図る必要があります。

勤労者が健康で働きがいのある充実した生活余暇環境や
就業環境の整備を支援していく必要があります。

余暇時間活用の情報提供

●自由で有意義な余暇時

間を活用できる情報の

提供や、地域活動への

参加を促す情報提供を

充実します。

ア イ ウ
健康づくりができる
活動場所の提供

●利用者ニーズの変化に

対応し、勤労者の健康

の増進、維持管理を図

るため、心身のリフレ

ッシュと健康づくりの

できる活動の場の充実

を図ります。

就業環境充実のための支援

●個人の働き方に合わせ

たボランティア休暇や

リフレッシュ休暇の導

入をはじめ、職場環境

の整備、安全衛生活動

など、働きがいや生き

がいを実感できるよう

な魅力ある就業環境を

整備するよう勤労者と

企業の取り組みを支援

します。

●中小企業の勤労者の福

利厚生を充実するため

の支援制度の検討を進

めます。

勤労者福祉の充実

3

q職業能力の開発を支援すること

w雇用対策を充実すること

e勤労者福祉を充実すること

雇用・能力開発機構中部職業能力開発促進センター
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4 豊かな心と創造性を育むまちづくり（教育・文化の振興）

基 本 計 画 項 目 主 要 事 務 事 業 ２０００　　　　　２００３　　　　　２００６　　　　　２００９
前期 中期 後期

4・1 学校教育(幼児教育) q 幼児期からの心の教育の充実　　　　　　　　　　　

wア 幼稚園・保育所の連携と調和　　　　　　　　　

eイ 子育て支援の充実　　　　　　　　

4・2 学校教育(義務教育) qア ゆとりある学校生活と生きる力の育成　　　　　　　　　　　

qウ 学校週５日制への対応　　　　　　　

w 国際化・情報化への対応　　　　　　　　　　　　　

e いじめ・不登校や非行の防止　　　　　　　　　　　

tイ 学校施設などの充実　　　　　　　　　　　　　　　

4・3 学校教育 qア 県立高校の誘致　　　　　　　　　　　　　　　　

(高校及び高等教育) qイ 大学などの誘致　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

wイ 中高一貫教育への対応　　　　　　　　　　　　　

4・4 青少年育成 qア 家庭教育の重要性への理解促進　　　　　　　　　　　

qイ 家庭・地域・学校の協力体制の確立　　　

e 相談・指導体制の充実　　　　　　　　　　　　　　　　

rイ 活動の場づくり　　　　　　　　　　　　　　　　

4・5 男女共同参画 qア 性別による役割分担意識の是正　　　　　　　　　　　

wア 政策･方針決定の場への女性の登用拡大　　　　　　　　　　　　　　

eイ 育児・介護環境の充実　　　　　　　　

rア 女性行動計画の推進体制の充実　　　　　　　　　　　　

4・6 スポーツ w 地域スポーツ活動の推進　　　　　　　　　　　　　　　　

e 競技スポーツの振興　　　　　　　　　　　　　　　　　　

rウ ジュニア育成事業の充実

y スポーツ施設の充実　　　　　　　　　　

u スポーツ公園総合体育館の活用　　　　　　　　　　

4・7 歴史・史跡 wイ 郷土史研究学習グループの育成　　　　　　　　　　　　

wウ 説明板などの充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　

eア 埋蔵文化財調査体制の充実　　　　　

4・8 文化・芸術 qア 独創的な事業の実施

wイ 各団体の集約　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

rア 図書館整備の検討　　　　　　　　　　　　　

4・9 小牧山 qア 公園的整備　　　　　　　　　　　　　　　

qイ 展示・学習施設の整備　　　　　　　　　　　　

w 周辺の整備　　　　　　　　

e ＰＲの充実　　　　　　　　　　　　　　

4・１０ 観光･レクリエーション qウ レクリエーション施設の整備　　　　　　　　　　　

wウ ネットワーク化　　　　　　　　　　　　　　　　　

r 自然環境の保全と活用

4・１１ 雇用･勤労者祉福祉 wイ 雇用の場の確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

eウ 就業環境充実のための支援

平成１２年　　平成１５年　　平成１８年　　平成２１年
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